
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

元
旦
闘
争
・
南
労
会
若
杉
常

務
理
事
糾
弾
集
会
と
デ
モ
へ

の
結
集
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
十
二

年
目
に
入
っ
た
南
労
会
闘
争

に
対
す
る
、
港
合
同
と
南
大

阪
な
ど
の
官
民
の
仲
間
の
支

援
と
共
闘
に
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
昨
年
の

報
告
と
本
年
を
勝
利
の
年
に

す
べ
く
闘
い
ぬ
く
決
意
を
述

べ
ま
す
。

故
大
和
田
委
員
長
・
辻
岡

執
行
委
員
の
御
霊
前
に
一
日

も
早
く
勝
利
の
報
告
が
で
き

る
よ
う
闘
い
抜
く
こ
と
を
お

誓
い
し
ま
す
。

十
一
月
集
会
の
成
功

昨
年
十
一
月
二
十
一
日
、

開
催
さ
れ
た
「
南
労
会
闘
争

勝
利
の
た
め
の
決
起
集
会
」

に
は
予
想
を
遥
か
に
上
回
る

官
民
の
仲
間
が
か
け
つ
け
て

下
さ
い
ま
し
た
。
多
く
の
方

か
ら
「
い
い
集
会
や
っ
た
な
」

と
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、
闘

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
た
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
お
忙

し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

集
会
の
白
眉
、
早
稲
田
大

学
名
誉
教
授
・
労
働
法
学
者

の
佐
藤
昭
夫
先
生
の
『
団
結

権
確
保
と
労
働
委
員
会
命
令

の
履
行
義
務
、
制
裁
規
定
』

と
題
す
る
講
演
で
は
（
前
号

報
告
）
団
結
権
破
壊
・
不
当

労
働
行
為
と
の
闘
い
に
勇
気

と
確
信
を
得
て
南
労
会
闘
争

の
方
向
性
に
大
き
な
示
唆
を

頂
き
ま
し
た
。

損
害
賠
償
請
求
訴
訟

請
求
内
容
は
、
①
一
九
九

一
年
～
一
九
九
五
年
の
五
回

の
賃
上
げ
と
十
三
回
の
一
時

金
未
払
（
元
本
二
億
五
千
五

百
万
円
）
、
②
遅
延
損
害
金
、

③
慰
謝
料
、
計
六
億
六
千
万
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円
で
す
。
組
合
は
裁
判
所
で

の
ビ
ラ
ま
き
、
街
頭
宣
伝
、

数
次
に
わ
た
る
署
名
提
出
行

動
、
座
り
込
み
な
ど
大
衆
的

現
場
闘
争
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
九
月
二
十
一
日
に

は
川
口
書
記
長
が
証
人
と
し

て
立
ち
、
〇
七
年
九
月
二
六

日
大
阪
高
裁
判
決
が
前
記
の

未
払
い
賃
上
げ
と
一
時
金
に

つ
い
て
南
労
会
が
妥
結
条
件

と
し
た
減
額
四
条
項
に
つ
い

て
全
て
不
当
労
働
行
為
と
断

じ
た
事
実
。
し
か
し
南
労
会

は
態
度
を
改
め
る
こ
と
な
く

四
条
件
に
固
執
し
て
妥
結
を

妨
害
し
続
け
た
事
実
。
そ
れ

ゆ
え
請
求
額
相
当
の
損
害
が

発
生
し
て
い
る
事
実
。
十
二

回
の
一
時
金
及
び
勤
務
時
間

の
変
更
を
め
ぐ
る
二
件
の
緊

急
命
令
違
反
・
過
料
五
百
万

円
を
科
せ
ら
れ
た
事
実
。
大

阪
地
裁
民
事
五
部
の
過
料
決

定
文
が
南
労
会
を
指
弾
し
て

い
る
事
実
を
証
言
し
、
南
労

会
の
悪
質
な
不
当
労
働
行
為

を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

一
月
十
八
日
に
は
最
終
弁

論
が
開
か
れ
ま
す
が
、
裁
判

官
の
労
働
基
本
権
、
労
働
者

保
護
法
に
対
す
る
理
解
は
不

十
分
で
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

判
決
の
日
ま
で
更
に
闘
っ

て
勝
利
を
切
り
開
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

行
政
闘
争

昨
年
六
月
末
に
は
服
部
良

一
衆
院
議
員
（
当
時
）
に
労

を
取
っ
て
頂
き
、
内
閣
答
弁

書
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
答

弁
書
は
、
緊
急
命
令
不
履
行
、

確
定
判
決
に
支
持
さ
れ
た
労

働
委
員
会
命
令
不
履
行
を
続

け
る
南
労
会
が
極
め
て
悪
質

な
使
用
者
で
あ
る
こ
と
を
浮

き
彫
り
に
す
る
と
同
時
に
、

南
労
会
を
名
指
し
に
し
て
医

療
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

組
合
は
若
杉
常
務
理
事
・

松
浦
元
理
事
長
に
よ
る
（
医
）

三
車
会
買
収
が
医
療
法
違
反

の
み
な
ら
ず
背
任
の
疑
い
が

強
い
と
見
て
強
力
な
指
導
を

行
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

若
杉
の
刑
事
責
任
追
及

十
二
回
の
一
時
金
未
払
い

に
関
す
る
中
労
委
命
令
（
最

高
裁
決
定
に
よ
り
確
定
）
も

履
行
し
な
い
若
杉
ら
は
労
働

組
合
法
の
刑
事
罰
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
が
、
大
阪
地
検

は
昨
年
三
月
三
十
日
、
若
杉
・

松
浦
を
不
起
訴
処
分
と
し
ま

し
た
。
が
、
直
ち
に
佐
藤
昭

夫
先
生
が
若
杉
・
松
浦
・
佐

藤
現
理
事
長
の
三
者
を
大
阪

地
検
に
告
発
、
八
月
に
は
組

合
も
告
訴
を
行
い
ま
し
た
。

ビ
ラ
ま
き
、
街
頭
宣
伝
、

署
名
提
出
行
動
な
ど
現
場
闘

争
も
闘
い
つ
つ
、
「
速
や
か

に
起
訴
を
」
と
要
求
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
若
杉
の
刑

事
責
任
を
追
及
し
ま
す
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
責
任
追
及

争
議
解
決
の
為
の
交
渉
を

要
求
し
て
、
御
堂
筋
大
阪
本

社
へ
の
デ
モ
・
ビ
ラ
ま
き
・

街
宣
・
申
入
れ
行
動
、
株
主
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総
会
・
東
京
本
店
へ
の
ビ
ラ

ま
き
な
ど
取
組
ん
で
き
ま
し

た
。
銀
行
は
争
議
が
続
く
限

り
組
合
か
ら
攻
め
ら
れ
る
こ

と
は
解
っ
て
い
ま
す
。
南
労

会
は
億
単
位
の
賃
金
未
払
い
、

表
裏
一
体
の
粉
飾
決
算
・
損

失
隠
し
・
不
正
乱
脈
経
理
、

違
法
な
三
車
会
買
収
、
異
常

な
拡
大
路
線
の
強
行
な
ど
に

よ
り
リ
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
状

態
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
陰
で
支
え
、
診
療

報
酬
を
全
額
債
権
譲
渡
さ
せ

る
な
ど
実
質
的
に
支
配
管
理

下
に
お
い
て
き
た
の
が
三
菱

東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
で
す
。

港
合
同
が
最
も
重
視
す
る

使
用
者
概
念
の
拡
大
の
闘
い

と
し
て
責
任
追
及
の
闘
い
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

診
療
所
縮
小
閉
鎖
と
の
闘
い

二
〇
一
〇
年
八
月
、
若
杉

常
務
理
事
が
松
浦
理
事
長
を

解
任
し
、
翌
年
三
月
に
は
松

浦
理
事
長
が
約
百
二
十
人
の

労
災
患
者
さ
ん
ら
を
道
連
れ

に
し
て
退
職
し
ま
し
た
。
松

浦
診
療
所
の
経
営
は
一
気
に

悪
化
。
若
杉
常
務
理
事
が
行
っ

て
き
た
の
が
、
「
経
営
危
機
」

を
奇
貨
と
し
た
「
リ
ス
ト
ラ
」

と
争
議
解
体
攻
撃
で
す
。
こ

の
間
、
紀
和
病
院
へ
の
遠
隔

地
転
勤
攻
撃
二
名
、
紀
和
病

院
グ
ル
ー
プ
へ
の
週
二
回
の

出
張
攻
撃
一
名
、
所
内
配
転

一
名
、
土
曜
休
診
、
健
診
廃

止
が
強
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

団
交
申
入
れ
に
対
し
て
若
杉

は
「
転
勤
、
出
張
、
配
転
は

経
営
の
専
権
事
項
。
い
や
な

ら
閉
鎖
だ
」
と
う
そ
ぶ
き
組

合
否
定
の
許
し
難
い
対
応
を

く
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

当
該
組
合
員
は
三
時
間
半

か
ら
四
時
間
半
の
通
勤
を
強

制
さ
れ
な
が
ら
歯
を
喰
い
し

ば
っ
て
闘
い
府
労
委
に
お
い

て
も
証
言
台
に
た
っ
て
感
動

的
な
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

次
回
か
ら
若
杉
へ
の
反
対

尋
問
に
入
り
ま
す
。

府
労
委
を
尻
目
に
、
若
杉

は
今
年
三
月
末
の
健
診
廃
止

を
強
行
し
、
歯
科
も
大
縮
小

‐
廃
止
を
ほ
の
め
か
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
南
大
阪
労
働

者
診
療
所
を
消
滅
さ
せ
る
攻

撃
そ
の
も
の
で
す
。
何
と
し

て
も
反
撃
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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中
労
委
命
令
を
巡
る
行
政

訴
訟
は
佐
藤
昭
夫
先
生
ら
四

名
の
強
力
な
弁
護
団
に
よ
り

十
事
件
を
闘
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

南
労
会
闘
争
は
、
労
働
者

診
療
所
と
団
結
権
を
破
壊
す

る
経
営
陣
と
の
闘
い
で
す
。

こ
の
原
点
を
守
る
た
め
に
一

人
一
人
の
組
合
員
と
組
織
と

し
て
の
組
合
が
全
体
の
力
を

出
し
切
り
、
執
念
を
も
っ
た

闘
い
で
勝
利
を
も
ぎ
り
と
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
若
杉
ら

と
組
合
つ
ぶ
し
の
加
担
者
の

責
任
を
鋭
く
追
及
し
全
面
解

決
を
迫
っ
て
い
く
時
機
が
到

来
し
て
い
ま
す
。

全
社
会
的
に
団
結
権
・
集

団
的
労
使
関
係
が
衰
退
し
、

失
業
と
貧
困
と
格
差
、
排
外

主
義
と
戦
争
の
緊
張
の
高
ま

る
情
勢
で
す
。
反
原
発
の
闘

い
に
弾
圧
と
反
動
が
襲
っ
て

い
ま
す
。
基
地
撤
去
を
求
め

る
沖
縄
の
闘
い
に
連
帯
す
る

闘
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
担
い
な
が
ら
南

労
会
闘
争
の
勝
利
解
決
を
皆

さ
ん
と
共
に
確
認
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
の
ご
支
援
・
連
帯
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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